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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ５ デジタルコンテンツ 
 
 ２．研究 課 題名  クリエイティブ・デジタルコンテンツとコミュニケーション・デザイン 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

野坂政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

田邉 鉄 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

平林義治 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

李 知恩 北海道教育大学・函館校 准教授  

李 美龍 北海道大学大学院・工学研究院 特任助教  

 
 ６．共同研究の成果 

 
 本研究では、魅力的な作品が生まれる土壌であるクリエイティブの分野で創られるデジタルコン

テンツを対象として、その発想の基礎を分析し、作品を受容者の手元に届けるまでのプロセスで求

められる技術的諸要素を明らかにすること、およびその技術的諸要素の最適な構成を導き出す方略

の役割を探ること、さらにコンテンツに対する受容者の評価の尺度に受容者の感性がどのように関

与しているかを検討し、感性的なコミュニケーション・プロセス全体をどのようにデザインするか

という問題意識に応える具体的方策を示すことを目的とした。 
 
＜計画と方法＞ 
 上記の目的のために、以下のように計画と方法を設定した。 
 DVD などのメディアに収録されて発表されているクリエイティブ・コンテンツや、Web 上に見

いだすことができる多彩なクリエイティブ・コンテンツのなかから注目すべき作品を抽出し、分析・

検証の対象として相応しいものを選択する。 
 選択したクリエイティブ・コンテンツについて、質的研究方法の視点から、制作者の発想・方略

を検討し、さらに受容者の評価の潜在的な尺度として受容者の感性がどのように関与しているかに

ついて検討する。 
 
 上記のような分析・検証により、作者から受容者に至るコミュニケーション・デザインの全体像

のモデル化を推進する。そのようなコミュニケーション・デザイン・モデルの妥当性を検証するた

めに、韓国からクリエイティブ・コンテンツの専門家を招き、公開講演会を開催して、関連領域の

研究者により共同討議の機会を設ける。 
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（研究成果のつづき） 
  
＜共同研究の展開と公開講演会＞ 
 2010 年度に特任教授として情報基盤センターに２か月間滞在した韓国の漢城大学の趙烈教授が

本学に滞在中に推進していたデジタル写真をコンピュータ処理したアート作品を自分自身のウェブ

サイトで紹介していたため、ウェブ上での作品紹介を感性的なコミュニケーション・プロセスの具

体的事例として位置づけ、受容者の立場からの分析を実施した。それを踏まえて、趙烈教授を講師

として公開講演会を開催し、製作者の視点からのコンテンツの捉え方と、受容者の視点からのコン

テンツの捉え方を比較・検討する機会を設けた。それに加えて、ウェブ上での公開には馴染まない

クリエイティブ・コンテンツのコミュニケーション・プロセスとの比較検討を実施するために、韓

国の忠北大学校美術教育科教授、リュ・キョンウォン氏を講師として招き、オンサイトでの受容が

基本である彫刻作品について製作者の視点からの意見を聴き、討議した。 

 

＜公開展示会＞ 

 併せて、クリエイティブ・コンテンツにおけるデジタル処理を前提としたウェブでのコミュニケ

ーション・デザインと、オンサイトでのリアルな展示を前提とするコミュニケーション・デザイン

を比較検討する機会を得るため、学内のエンレイソウ・ギャラリーを会場として展示会を開催した。 

 
 本年度の共同研究では、公開講演会と公開展示会を併せて開催することができたため、製作者と

受容者間で共同討議の共通の枠組みを共有することが可能となり、研究代表者、研究分担者および

関連分野の研究者、クリエイターにとって、重要な意味を持つ場を形成することができた。その結

果として、関連分野である感性工学、感性情報学、情報デザインなどの領域で未開拓の研究課題に

取り組むための研究方法の具体的可能性を示すことができた。 
 
 
＜参考：エンレイソウ・ギャラリーでの展示・討議の様子＞ 
 

  
 
 

 


